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Thermo Mass Photo 用 
試料自動交換機スマートローダーと 

ポリマー定性・定量解析支援ソフトウェアDiscrim-Mass
―TG-MSシステムのハイスループット化の実現へ―

1.　はじめに
光イオン化法とスキマー型インターフェイスを備え
た示差熱天秤 –光イオン化質量分析同時測定装置
Thermo Mass Photo(1),(2)は，試料を加熱した際の重量変
化 (TG)と吸熱・発熱変化 (DTA)を検出すると同時に，
発生ガスを質量分析 (MS)できる複合分析装置TG-
DTA-MSです．Thermo Mass Photoでは1回の測定で多
くの有益な情報を得られるため，これまで多くのユー
ザーより測定を自動化し，得られた膨大なデータを迅
速に解析したいという要望がありました．
このような要望に応えるべく，株式会社リガクでは

2012年 9月にThermo Mass Photo用試料自動交換機ス
マートローダーとポリマー定性・定量解析支援ソフト
ウェア，Discrim-Massを同時発表しました．この2つ
の製品は，ユーザーのThermo Mass Photoでの測定・
解析に費やす労力を軽減し，ハイスループットの実現
に貢献します．以下にその特長について紹介します．

2.　試料自動交換機スマートローダー
2.1.　試料のセッティング
スマートローダーはThermo Mass Photoに付加でき
るコンパクトなオートサンプルチェンジャーです． 
図1に示したように最大24個の測定試料がセットで
き，リファレンス試料も3個セットできます．従来の
Thermo Mass Photoの試料容器がそのまま使用できま

す．試料のキャッチセンサーや位置センサー，加熱炉
カバー開閉センサーを搭載し，確実なオペレーション
を実現しています．

2.2.　設定画面
測定条件は単一のウインドウで設定でき，シンプル
でスピーディな操作を実現しました．測定試料毎に温
度プログラム，試料交換温度やMS測定条件などの設
定が可能です．また連続測定だけでなく，単独測定や
割り込み測定にも対応しており，さらに同一サンプル
の再昇温 (2nd heating)，測定毎のリファレンス試料交
換も可能で，ユーザーの様々な要求に応えられる仕様
になっています．

図1.　  試料トレー．測定試料24個，リファレンス試料3個セット
可能．
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3.　Discrim-Mass
Discrim-Massは Thermo Mass Photoで 測 定 さ れ た
データの解析，特に光イオン化 (PI)法で測定したポリ
マー熱分解データの定性・定量解析を支援するソフト
ウェアです．ウィザード形式によるデータ解析が可能
で，目的に応じた一連のデータ前処理・解析操作の簡
略化を図ることができます．加えてデータ表示及び管
理のアプリケーションを付属しています．

3.1.　マススペクトルマッチング機能
Discrim-Massのマススペクトルマッチング機能で
は，改重回帰分析 (DCR)アルゴリズムを用いて，複数
成分が混在した試料を加熱した際に発生するガスのマ
ススペクトルをライブラリデータとマッチングさせる
ことで，混在成分の判別とその組成比の評価を行うこ
とができます（図2）．

PI法にて測定した100種類以上のポリマー熱分解成
分のマススペクトルをライブラリに標準装備してお
り，複合材料であるコポリマーやポリマーブレンド品
などの評価に利用できます．さらにユーザー独自の
データをライブラリに追加可能であり，標準装備され
ていないポリマーについてデータを追加できる他，ポ
リマー以外の材料分析へも適応可能です．

3.2.　熱物性データとのクロスチェック機能
上記のマススペクトルマッチング機能は，熱物性
データの比較解析と連動しています．ユーザーはマス
スペクトルパターンによるマッチング結果を熱物性
データとクロスチェックすることができ，判定精度を
高めることが可能です．

3.3.　残差解析機能
Discrim-Massには他社製品との相違，熱・光劣化な

どによる微小なスペクトル変化を捉えるための残差解
析機能を標準搭載しています．ポリマー製品の主成分
を同定した後に微小ピークを抽出することで，製品間

の添加剤の違いや微量成分の相違，比較分析などを行
うことができます．

3.4.　解析事例
Thermo Mass Photoにて結束バンドの加熱発生ガス
分析を行い，Discrim-Massを使って解析を進めた例を
図3に紹介します．

Discrim-Massのウィザードに従い，スペクトルマッ
チングを行うと，結束バンドがナイロン66であること
が容易にわかります．さらに残差解析により，一部の
イオンがライブラリ中のナイロン66とは異なってお
り，添加剤が導入されている可能性が考えられます．
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図3.　結束バンドについてのDiscrim-Mass解析手順とその結果．

図2.　スペクトルマッチング機能．


